
竹
田
恒
泰
先
生
勉
強
会
報
告 

八
月
一
日
（
日
）、
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
に
お
い
て
「
日
本
を
学
ぶ

研
究
会 

第
一
回
名
古
屋
会
場
」
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
竹
田
研
究
会

の
目
的
は
、
た
だ
の
勉
強
会
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
二
千
年
続
い

て
き
た
日
本
国
家
の
意
義
を
理
解
す
る
日
本
社
会
の
先
導
者
を
育
成

す
る
も
の
で
す
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
福
岡
ま
で
、
現
在
、
十
会

場
で
開
講
し
て
い
ま
す
。
竹

田
先
生
の
授
業
は
第
一
に
分

か
り
や
す
い
こ
と
、
そ
れ
で

い
て
深
い
。
さ
ら
に
軽
妙
な

語
り
口
が
愉
快
で
笑
い
が
絶

え
ま
せ
ん
。
一
度
授
業
を
受

け
た
ら
誰
も
が
竹
田
先
生
の

大
フ
ア
ン
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
何
は
と
も
あ
れ
皆
さ

ん
、
是
非
参
加
し
て
み
て
下

さ
い
。
日
本
人
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
、
と
思
え
ま
す
。 

 

盛
況
、
ゆ
か
た
着
付

け
教
室
開
催
さ
る 

七
月
十
九
日
海
の
日
、
於
：
金
山
神
社 

二
十
名
余
の
方
に
お
集
ま

り
頂
き
、
日
本
の
伝
統
文
化
ゆ
か
た
の
着
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
若

手
台
湾
人
が
六
名
も
参
加
さ
れ
ち
ょ
っ
と
し
た
日
台
交
流
会
に
も
な

り
ま
し
た
。
着
付
け
の
後
は
昇
殿
参
拝
、
神
主
様
か
ら
金
山
神
社
由

来
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
女
性
の
会
愛
知
は
伝
統
文
化
を
次
代
の

若
者
に
繋
ぐ
活
動
を
今
後
も
続
け
て
参
り
ま
す
。
今
後
も
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

日
韓
併
合
百
年
首
相
談
話
に
断
固
抗
議
す
る 

日
本
会
議
は
、
昭
和
四
十
年
日
韓
基
本
条
約
締
結
の
原
点
に
立
ち
返

り
、「
日
韓
併
合
百
年
」
に
際
し
て
の
談
話
お
よ
び
個
人
補
償
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
首
相
謝
罪
談
話
の
撤
回
を
強
く
求
め
る
。 

な
ご
や
通
信 

 第
十
四
号
平
成
二
十
二
年
九
月 

日
本
会
議
名
古
屋
支
部
事
務
局 
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愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定:

九
月
五
日
、
十
月
三
日
、
十

一
月
七
日
、
朝
八
時
か
ら
九
時
ま
で
、
軍
手
持
参
、
大
雨
中
止
、

小
雨
な
ら
社
殿
木
枠
の
拭
き
掃
除
し
ま
す
。
八
月
の
作
業
で
は
蒲

郡
か
ら
参
加
の
篤
実
な
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
な
ご
や
通
信
を
ご

覧
に
な
っ
て
き
て
頂
い
た
と
の
こ
と
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
女
性
の

会
か
ら
冷
茶
と
パ
ン
の
差
し
入
れ
感
謝
。
来
月
も
護
国
神
社
の
桜

の
木
の
下
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
現
場
責
任
者:

南
部
０
９
０
‐

２
７
７
３
‐
０
６
８
８ 

 
＊ 
日
本
会
議
愛
知
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
是
非
ご
覧
下
さ
い 

＊ 
日
本
の
息
吹
を
読
み
ま
し
ょ
う 

日
本
の
息
吹
を
勧
め
ま
し

ょ
う 

＊ 

夏
バ
テ
防
止
に
は
睡
眠
が
一
番
、
ご
自
愛
下
さ
い
。 
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